
 

 今という時代は、地域に“サンマ”が足りないと言われています。サ
ンマとは、「時間」空間」「仲間」の３つの間のことです。 
今回のワークショップは、松本の市街を歩き、地域にあるお宝（資源
や課題）を探ります。みつけたお宝を活かし、私たちが出来ることを、
みんなで考え合います。 
 明るく、活気あふれる、居心地よい地域づくりのための第１歩、５年
後の松本の未来を松本大学学生や地域の皆さんと一緒に楽しく描いてみ
ませんか！？多くの方のご参加をお待ちしています。どなたでもご参加
下さい。 

★集合・受付★ ●12:40 ～ ●カタクラモール「ゆめひろば」 

★プログラム★ 
●町歩きワークショップ 
 「探検！発見！ほっとけん！」 
●まちづくりワークショップ 
「見つけたおタカラを活かして、私たちが出来ること！」 
「５年後の松本の未来を描こう！」 

★ファシリテーター★ 
福島明美（松本大学地域づくり考房『ゆめ』専任教員） 

★ 対象者★ 
・楽しいことを探している人   ・仲間づくりをしたい人 
・松本のまちをもっと元気にしたいと考えている人  ・その他、どなたでも 

★申し込み★・１２月３日（木）までに下記へお申し込み下さい。   
※戸外を歩きます。暖かい服装でご参加下さい。 

●問い合わせ・申し込み先 

松本大学地域づくり考房『ゆめ』 
 

┬T E L :0263-48-7213 
┬F A X :0263-48-7216 

┬E - M A I L :community@matsu.ac.jp 

主催 松本大学 地域づくり考房『ゆめ』 
デザイン：大平 実季（松本大学 総合経営学科１年）

平成 20 年度 文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援GP）」


